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 横浜市では試合会場である横浜国際総合競技場の最寄り駅となる新横浜駅周辺を「花と
緑あふれる環境先進都市」として盛り上げる取組を実施しており、本取組の一環として、
ラグビーワールドカップ 2019仕様のデザインマンホールを 8月 29日に設置します。 
当日は、元ラグビー日本代表でラグビーワールドカップ 2019™開催都市特別サポータ

ー(神奈川・横浜)の吉田義人氏と共にデザインマンホールを設置します。 
 
 
（１）開催場所とデザインマンホールについて  
 
・設置イベントについて 
【場所】 
新横浜二丁目 5-5付近（裏面参照） 

【日時】 
令和元年 8月 29日（木）午前 10時 30分～11時頃  

・デザインマンホールについて  
【設置期間】 
令和元年 8 月29 日（木）～12月上旬  

【設置場所】 
横浜国際総合競技場に⾄る新横浜駅周辺の 
歩道上に 30 か所設置予定 

 
歩道上での設置のため、取材を希望される方は、令和元年 8月 28日（水）正午までに 

事前連絡をお願いします。 
取材申込先：環境創造局管路保全課  ks-kanrohozen@city.yokohama.jp 

 
（２）イベントゲスト紹介    
ラグビーワールドカップ 2019™開催都市特別サポーター(神奈川・横浜)※の吉田義人

氏をお招きしてデザインマンホールを設置します。 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

ラグビーワールドカップ 2019™開催都市特別サポーター(神奈川・横浜)吉田義人氏と共に 

デザインマンホールを設置します！ 

ラグビーワールドカップ仕様デザインマンホールの設置イベントについて 
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 吉田 義人 氏 （1969 年 秋田県男鹿市生まれ 横浜市在住） 
 
・秋田工業高校で全国制覇し、明治大学でもキャプテンとして大学選手権優勝 
・19 歳で日本代表入りし、ラグビーワールドカップに２回出場 
・世界最強フィフティーンである世界選抜に、日本人から唯一 3 度選抜される 
・ニュージーランド代表戦でのダイビングトライは、世界ラグビー史上伝説となる 
・大学卒業後は伊勢丹でキャリアを積みながら、筑波大学大学院でスポーツ教育の修士号取得 
・31 歳でフランスに渡り、日本人初のプロラグビー選手となる 
・現役引退後の 2009 年、母校・明治大学ラグビー部監督就任。14 年ぶりに対抗戦優勝 

裏面あり 

令 和 元 年 8 月 2 6 日 
環 境 創 造 局 管 路 保 全 課 
市民局ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 2019 推進課 
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※開催都市特別サポーターとは 
 
ラグビーワールドカップ 2019™日本大会に向け、国内外における大会の告知を図るた

めに発足したもので、各都市にゆかりのある著名人等が選任され、主な活動内容は、国内
外におけるラグビーワールドカップ 2019™の告知や開催都市が企画するイベントへの参
加等です。 
 
 
案内図 

 

 
 
 

お問合せ先 
（ラグビーワールドカップ仕様デザインマンホールの設置イベントについて） 

環 境 創 造 局 管 路 保 全 課 長    新田 巧   Tel 045-671-2808 

（ラグビーワールドカップ 2019™開催都市特別サポーター(神奈川・横浜)について） 

市民局ラグビーワールドカップ 2019推進課担当課長  畠山 久子  Tel 045-671-3201 

デザインマンホール設置箇所と設置イベント開催予定箇所 


